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公募型競争入札方式に係る手続開始の公示
（建築のためのサービスその他の技術的
サービス（建設工事を除く））

次のとおり指名競争入札参加者の選定の手続を
開始します。
令和５年 11 月 14 日
支出負担行為担当官
北海道開発局函館開発建設部長 岡下 淳
◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 01
〇開発函館第６号
１ 業務概要
 品目分類番号 42
 業務名 北海道縦貫自動車道 七飯町 オ
オヌマトンネル変位計測業務（電子入札対象
案件）（電子契約対象案件）
 業務内容 計画準備 Ｎ＝一式、現地踏査
Ｎ＝一式、計測監視システム機器費 Ｎ＝
一式、機器設置・撤去 Ｎ＝一式、坑外計測
Ｎ＝一式、報告書作成 Ｎ＝一式

 履行期間 契約締結日の翌日から令和７年
２月20日まで。
 本業務は、資料の提出及び入札等を電子入
札システムにより行う。ただし、電子入札シ
ステムによりがたいものは、発注者の承諾を
得て紙入札方式に代えることができる。
 本業務は、契約手続きにかかる書類の授受
を原則として電子契約システムで行う対象業
務である。なお、電子契約システムによりが
たい場合は、紙契約方式に代えるものとする。
 本業務は、技術提案を受け付け、価格以外
の要素と価格を総合的に評価して落札者を決
定する総合評価落札方式の適用業務のうち、
技術提案の確実な履行の確保を厳格に評価す
るため、技術提案の評価項目に新たに「履行
確実性」を加えて技術評価を行う履行体制確
認型総合評価落札方式の試行業務である。
 本業務は、低入札業務における品質確保対
策の試行対象業務であり、特記仕様書に記載
する品質確保対策が履行されない場合は、業
務成績評定に厳格に反映するとともに指名停
止等の措置を講ずることがある。
 本業務は、賃上げを実施する企業に対して
総合評価における加点を行う業務である。

２ 指名されるために必要な要件
 入札参加者に要求される資格
ア 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第
165号。以下「予決令」という。）第98条に
おいて準用する予決令第70条及び第71条の
規定に該当しない者であること。
イ 北海道開発局における業種区分「土木関
係コンサルタント」に係る令和５・６年度
一般競争（指名競争）参加資格の決定を受
けていること。
ウ 北海道開発局工事契約等指名停止等の措
置要領（昭和60年４月１日付け北開局工第
１号）に基づく指名停止を受けている期間
中でないこと。
エ 入札に参加しようとする者の間に資本関
係又は人的関係がないこと。（入札説明書参
照）
オ 警察当局から、暴力団員が実質的に経営
を支配する者又はこれに準ずるものとし
て、国土交通省公共事業等から排除要請が
あり、当該状態が継続している者でないこ
と。

 入札参加者を選定するための基準 北海道
開発局工事等競争参加者選定要領（平成12年
12月19日付け北開局工第333号）第27条の規
定に基づく指名基準による。なお、同種又は
類似業務の実績並びに配置予定の技術者の資
格、業者の経験及び手持ち業務等を勘案する
ものとし、選定者数については、10者程度と
する。「海外インフラプロジェクト技術者認
定・表彰制度」により認定された海外実績は、
国内における実績と同様に評価する。

 総合評価の方法
ア 評価値の算出方法
評価値の算出方法は以下のとおりとす
る。
評価値＝価格評価点＋技術評価点

イ 価格評価点の算出方法
価格評価点の算出方法は以下のとおりと
する。
価格評価点＝（価格評価点の配分点）×
（１－入札価格／予定価格）
なお、価格評価点の配分点は30点とする。

ウ 技術評価点の算出方法
技術提案書の内容に応じ、下記、、
、、の評価項目ごとに評価を行い、
技術評価点を与える。
なお、技術評価点の満点は、60点とする。
 配置予定技術者の経験及び能力
 実施方針など
 評価テーマに対する技術提案
 賃上げの実施表明
 技術提案の履行確実性
技術評価点の算出方法は以下のとおりと
する。
技術評価点＝60点×（技術評価の得点合
計／技術評価の配点合計）
技術評価の得点合計＝（に係る評価点）
＋（に係る評価点）＋（技術提案評価点）
×（の評価に基づく履行確実性度）
技術提案評価点＝（に係る評価点）＋
（に係る評価点）
エ 詳細は入札説明書による。

４ 入札手続等
 担当部局 〒0408501 北海道函館市大川
町１番27号 北海道開発局函館開発建設部契
約課上席契約専門官 斉藤 貴江 電話
0138427532（ダイヤルイン）
 入札説明書の交付期間、場所及び方法 令
和５年11月14日から令和６年２月６日までの
行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律
第91号）第１条に規定する行政機関の休日を
除く毎日、９時00分から17時00分（最終日は
12時00分）まで、電子入札システムにより交
付する。ただし、紙入札により参加を希望す
る場合は、あらかじめその旨を担当部局へ電
話で申し込むこと。申し込み受付後、交付す
る。
 指名競争参加資格の申請の時期及び場所
上記２イに掲げる指名競争参加資格の決定
に係る申請は、「競争参加者の資格に関する公
示」（令和４年10月３日付け北海道開発局長公
示）別記１に掲げる当該者の本店所在地（日
本国内に本店がない場合においては、日本国
内の主たる営業所の所在地。以下同じ。）の区
分に応じ、同別記１に定める提出場所におい
て、随時受け付ける。
 参加表明書を提出できる者の範囲 参加表
明書を提出する時において、上記２イに掲
げる一般競争（指名競争）参加資格の決定を
受けている単体企業とする。なお、令和５年
11月14日現在において当該資格の決定を受け
ていない単体企業については、後日行う予定
の入札公示に示すところに従い参加表明書を
提出することができる。
 参加表明書の受領期限並びに提出場所及び
方法 令和５年11月14日９時00分から令和５
年11月27日12時00分までに電子入札システム
により提出すること。ただし、発注者の承諾
を得た場合は、紙により持参、書留郵便（提
出期間内必着。）又は託送（書留郵便と同等の
ものに限る。提出期間内必着。）により提出す
ること。提出場所は上記４に同じ。
 技術提案書の受領期限並びに提出場所及び
方法 令和５年12月12日９時00分から令和６
年２月６日12時00分までに、電子入札システ

３ 総合評価に関する事項
 落札者の決定方法 入札参加者は、価格及
び技術提案書をもって入札をし、次の各要件
に該当するもののうち、３総合評価の方法
によって得られた数値（以下「評価値」とい
う。）の最も高い者を落札者とする。
ア 入札価格が予決令第79条の規定に基づい
て作成された予定価格の制限の範囲内であ
ること。
なお、予定価格は設計図書に基づき算定
するものとする。ただし、国の支払の原因
となる契約のうち予定価格が1000万円を
超える請負契約について落札者となるべき

者の入札価格によっては、その者により当
該契約の内容に適合した履行がなされない
おそれがあると認められるとき、またはそ
の者と契約することが公正な取引の秩序を
乱すおそれがあって著しく不適当であると
認められるときは、予定価格の制限の範囲
内の価格をもって入札した他の者のうち評
価値が最も高い者を落札者とすることがあ
る。
イ 落札者となるべき者の入札価格が予決令
第85条に基づく調査基準価格を下回る場合
は、予決令第86条の調査を行うものとする。
ウ 上記において、評価値の最も高い者が２
人以上あるときは、該当者にくじを引かせ
て落札者を決定する。





		2023-11-13T14:45:36+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



